
 

第 207 回 東葛しぜん観察会 

自然と歴史豊かな船橋・小室でネイチャーウォッチング 

勝股 政雄（船橋市） 

日 時：2025年 10月 5日（日）9時 30分～12時、天気：晴れ 

参加者：25名（大人 25名） 

担当指導員：林・山口・勝股、参加指導員：13名 

 

この日は秋晴れの良い天気となりました。 

小室は、船橋市の一番北に位置し、千葉ニュータウンの一角です。標高 25 メートルほどの台地

から下っていくと田んぼが広がり、真ん中に神崎川が流れ、その先は、白井市、印西市となってい

ます。小室の台地上では約 3 万年前の旧石器時代の遺物が発見され、また縄文時代の土器も見

つかり、弥生時代、古墳時代から鎌倉時代以降の遺跡も見つかっています。ここ小室には長い間

人々の暮らしがあったのです。そんな昔を感じながら自然観察に出発しました。 

初めに、八幡神社に行きました。ここには、天満宮や、疱

瘡神、古峰神社、稲荷社などが、祭られていて、昔からの

小室の人々の願いが詰まっていることがわかりました。うっ

そうとした森の中の神社は、スダジイやハリギリ、モミなどの

大木に覆われ、皆圧倒されていました。神社を出ると切通

しとなっていて、その土手にケヤキ、エノキ、シラカシの大

木の根がむき出しになっていました。その高さは約 2m あ

り、その根が大木をがっちり支えている様に、参加者一同

感嘆の声を発していました。 

先へ進むと集落に出るのですが、この集落の一軒の屋敷から鎌倉時代後期の年号の入った板

碑が発見されていることから、ここが鎌倉時代から続く集落であることを確認しました。立派な長屋

門を眺めながら進むと、神崎川に出ました。足元からコバネイナゴやクビキリギスが飛び出し、ヌマ

ガエルもぴょんぴょんはねていました。指導員仲間が、網でアキアカネを捕まえたので、じっくり羽

根や腹、胸の模様を観察してもらいました。このトンボが、夏は高い山の上に避暑に行くことを伝え

ると、皆興味深そうに頷いていました。オオブタクサや、アレチウリが帰化植物であり、生態系を乱

す恐れがあることを伝えました。その繁殖力の強さに皆驚いていました。目の前に広がっている田

んぼでは、ちょうどコンバインで稲刈りをしていました。その周りには 5～6羽のダイサギが盛んにえ

さを取っていました。広々とした田んぼや川の流れを見ながら歩いていると、ある参加者の方が、

「自然を映像で見るのと違い、実物に触れるのは素晴らしいですね。」と話していました。 

田んぼから再び台地に上がると、そこは小室公園になっています。調節池の水面すれすれに

ギンヤンマがすいすいと飛んでいました。林の中では、ジョロウグモが網を張って獲物を待ち構え

ていました。精巧に作られた網を見ながら、クモがどう餌を食べているのか、また、強靭な糸からヒ

ントを得て、クモの糸の構造に似た繊維をつくる技術開発に成功している話などを付け加えてから

集合場所に移動し、解散しました。 


